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昨
年
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
「
新
米
防
災
担
当
役
員
の

苦
悩
」
と
題
し
て
、
地
域
自
治
会
の
役
員
に
な
っ
た

こ
と
の
顛
末
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
と
こ
ろ
が

な
ん
と
、
今
年
度
は
自
治
会
長
に
選
ば
れ
て
し
ま
っ

た
。

　

千
戸
三
千
人
ほ
ど
の
新
興
住
宅
地
、
と
い
っ
て
も

居
住
歴
は
30
～
40
年
の
住
民
が
多
く
、
高
齢
化
率
は

約
30
％
、
後
期
高
齢
者
が
四
百
人
も
い
る
。
そ
れ
で

も
自
治
会
加
入
率
は
約
九
割
、
毎
年
の
祭
り
や
小
学

校
区
で
の
市
民
体
育
祭
、
敬
老
行
事
も
執
り
行
う
。

　

さ
て
、
自
治
会
長
の
役
割
は
、
自
治
会
内
の
仕
事

以
外
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
青
少
年
育
成
委
員
会
、

地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
に
宛
職
の
理
事
と
し
て
出
席

す
る
ほ
か
、
学
校
地
域
協
議
会
、
高
齢
者
福
祉
施
設

の
運
営
懇
談
会
、
中
学
校
区
の
自
治
会
連
合
会
、
さ

ら
に
広
域
の
連
合
自
治
会
、
地
域
自
主
防
災
組
織
、

避
難
所
運
営
委
員
会
、
警
察
と
の
懇
談
会
、
そ
し
て

小
中
学
校
の
入
学
式
、
卒
業
式
、
運
動
会
へ
の
出
席

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
自
治
会
内

の
定
例
役
員
会
、
祭
り
や
体
育
祭
の
実
行
委
員
会
と

そ
れ
ら
の
本
番
、
防
災
訓
練
、
自
治
会
館
の
運
営
委

員
会
も
あ
る
。
行
政
や
銀
行
、
周
辺
自
治
会
、
企
業

な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
表
に
立
つ
こ
と
に
な

る
。
加
え
て
自
治
会
に
は
市
役
所
等
か
ら
依
頼
さ
れ

る
、
回
覧
物
の
授
受
・
配
布
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
防
犯
街
灯
の
管
理
、
公
園
清
掃
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
通
学
児
童
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
な

ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
統
括
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域

内
の
日
常
的
業
務
に
つ
い
て
は
、
役
員
が
手
分
け
し

て
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
自

治
会
役
員
と
い
う
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
行
っ
て

い
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。

　

し
か
も
、
こ
れ
だ
け
仕
事
を
し
て
も
課
題
は
ま
だ

ま
だ
山
積
し
て
い
る
。
実
効
性
の
あ
る
防
災
・
減
災

対
策
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
世
帯
へ
の
給
食
サ
ー
ビ

ス
、
さ
ら
に
い
え
ば
行
政
に
頼
ら
な
い
地
域
自
治
を

実
現
す
る
た
め
の
資
金
調
達
を
可
能
に
し
、
地
域
の

暮
ら
し
を
よ
り
快
適
に
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
。
や
る
べ
き
こ
と
、
や
り
た
い
こ

と
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
自
ら
考
え
実
行
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
こ
れ
以
上
、
行
政
か
ら

依
頼
さ
れ
る
地
域
自
治
会
の
仕
事
が
増
え
な
い
こ
と

を
願
う
ば
か
り
だ
。

「
自
治
会
役
員
と
い
う
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
仕
事

作
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財
源
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

地
方
創
生
推
進
交
付
金
等
の
弾
力
的
な
運
用

○
「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
事

業
内
容
を
公
表
し
て
目
標
管
理
を
適
切
に
行
う
な

ど
、
地
方
団
体
が
責
任
を
負
う
一
方
で
、
交
付
金

の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
地
方

団
体
ご
と
の
申
請
事
業
数
や
対
象
経
費
の
制
約
な

ど
を
大
胆
に
排
除
す
る
な
ど
、
地
方
に
お
い
て
使

い
勝
手
の
よ
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方

創
生
関
連
補
助
金
等
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
発
想

や
創
意
工
夫
を
活
か
せ
る
よ
う
、
要
件
の
緩
和
な

ど
弾
力
的
な
取
扱
い
を
行
う
こ
と
。

○
事
業
の
早
期
着
手
に
よ
る
円
滑
な
執
行
や
効
果

的
・
効
率
的
な
事
業
展
開
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

速
や
か
に
交
付
決
定
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
交
付

申
請
の
審
査
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
十
分

踏
ま
え
る
こ
と
。

Ⅱ
地
方
分
権
の
着
実
な
推
進

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
地
方
が
自
ら
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、自
主
的
・

主
体
的
に
取
組
を
進
め
て
い
く
た
め
、
地
方
分
権

改
革
を
よ
り
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
以
下
の

と
お
り
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
制
度
設
計

○
こ
の
度
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
雇
用
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
た
め
の
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
創
設

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
第
六
次
地
方
分
権
一
括
法

が
成
立
し
た
。

　

地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
国
と
同

等
の
機
能
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
大
き
な

成
果
は
期
待
で
き
な
い
だ
け
に
、
今
後
、
地
方
側

と
十
分
協
議
し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
具
体
的

な
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
。

提
案
募
集
に
対
す
る
積
極
的
な
対
応

○
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
は
ま
だ
緒
に
就
い
た

ば
か
り
で
あ
る
。
提
案
募
集
方
式
で
は
こ
れ
ま
で

に
意
欲
と
知
恵
が
あ
る
地
方
か
ら
具
体
的
な
提
案

が
数
多
く
提
出
さ
れ
、
現
在
３
年
目
の
募
集
が
行

わ
れ
て
い
る
。
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
長
の
安

倍
総
理
の
も
と
、
各
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
、
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、
内
閣
府
が
し
っ
か
り
調
整
を
行
う

こ
と
に
よ
り
個
々
の
提
案
を
で
き
る
限
り
実
現
す

る
方
向
で
積
極
的
に
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
際
、
手
挙
げ
方
式
を
十
分
活
用
す
る
な
ど
地
方

の
提
案
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
柔
軟
な
対
応
を
行
う

こ
と
。

更
な
る
権
限
移
譲
、

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し

○
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
は
、
地
方
か
ら
の

要
望
の
強
い
分
野
を
中
心
に
、
国
と
地
方
の
役
割

分
担
の
観
点
か
ら
、
地
方
へ
の
事
務
・
権
限
の
移

譲
や
「
従
う
べ
き
基
準
」
の
参
酌
す
べ
き
基
準
化

を
含
め
た
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
を
前
提
と
し
、
地
方
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
る

特
段
の
支
障
等
を
立
証
で
き
な
い
限
り
移
譲
・
見

直
し
を
実
行
す
る
取
組
も
併
せ
て
進
め
る
こ
と
。

地
方
分
権
の
趣
旨
に
根
ざ
し
た
規
制
改
革

○
先
般
、
内
閣
府
が
設
置
す
る
規
制
改
革
会
議
に

お
い
て
、地
方
に
お
け
る
規
制
改
革
に
つ
い
て「
国

と
し
て
の
対
応
の
考
え
方
（
案
）」
が
示
さ
れ
、

こ
れ
に
対
し
、
第
61
回
同
会
議
で
地
方
六
団
体
と

し
て
意
見
を
申
し
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
の
強
力
な
規
制
や
監
督
を
前
提
と
し
た
考
え

方
が
根
底
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、憲
法
第
94
条（
条

例
制
定
権
）
の
趣
旨
に
反
す
る
と
危
惧
さ
れ
て
な

ら
な
い
。
累
次
に
わ
た
る
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
き
た
地
方
及

び
国
の
地
方
分
権
改
革
の
着
実
な
取
組
の
経
緯
と

成
果
を
十
分
理
解
し
、
地
方
分
権
と
規
制
改
革
の

両
立
し
た
考
え
方
が
示
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め

る
。

詳しくは当機構HPをご覧ください。

「より良い資金調達・資金運用」の
お手伝いをします。

財政、金融、会計等に関する研修（出前講座、宿泊型研修、入門研修
等）を実施するほか、金融専門知識、実務経験を有する自治体ファ
イナンス・アドバイザーが助言などを行っています。

地方
支援

地方公共団体に長期・低利の資金を

提供しています。

期間は最長40年、利率は財政融資資金と同率※でお貸ししてい
ます。このための財源として、公営競技納付金を活用していま
す。※機構特別利率対象事業（平成28年4月時点）

融資

ＪＦＭ債は、強固な財務基盤を背景に信用力が極めて高く、格付けは国債と同水準※です。
多くの地方公共団体にも、確実かつ有利な運用方法としてご評価いただき、10年債、20年債や投資家のニーズに
応じた様々な年限のFLIP債などをご購入いただいております。  ※平成28年4月時点

資金運用にＪＦＭ債を

ご活用ください

地方公共団体金融機構（JFM）は、全ての地方公共団体の

出資による地方債資金共同調達機関です。

地方公共団体金融機構（JFM）は、全ての地方公共団体の

出資による地方債資金共同調達機関です。

債券ご購入時等の留意事項について
　当機構の資金調達計画を含めた将来的な見通しは、現時点で当機構が得ている情報に基づくものであり、潜在的なリスクと不確実性を含んでいるため、マーケットの動向や経済状況、法令といった様々な要
因により、将来の状況はこの資料の記載とは異なる可能性があります。そのため、投資家の皆様におかれましては、慎重に判断し、リスク等に十分に留意した上でご購入等されることをお奨めいたします。

http://www.jfm.go.jp
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煙
樹
ヶ
浜
松
林
を
P
R
す
る
た
め
に
公
募
で

誕
生
し
た
ま
つ
り
ん
（
写
真
左
）
＆
ぼ
っ
く
り

ん
。
今
で
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
美
浜

町
の
農
産
物
や
海
産
物
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

町
全
体
を
P
R
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
町
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
ペ
ン
ダ
ン
ト

が
お
気
に
入
り
の
ま
つ
り
ん
と
、
ま
つ
り
ん
の

こ
と
が
大
好
き
な
ぼ
っ
く
り
ん
の
名
コ
ン
ビ
。

い
つ
も
一
緒
に
い
ま
す
。
好
き
な
言
葉
は
「
え

え
や
ん
、
美
浜
」。
と
に
か
く
町
の
す
べ
て
が

大
好
き
な
の
で
す
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
農
業

ま
つ
り
」
や
「
煙
樹
ヶ
浜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
は
、
欠
か
さ
ず
参
加
し
、
多
く
の
方
々
と
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。
町
の
P
R
と
健
康
づ
く

り
を
兼
ね
て
つ
く
ら
れ
た
「
ま
つ
り
ん
＆
ぼ
っ

く
り
ん
体
操
」
を
特
技
と
す
る
ふ
た
り
。
元
気

い
っ
ぱ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
美
浜
町
の
輪
を
広
げ

て
い
こ
う
と
、
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
神
戸
町
へ
の
親
近
感
の
獲
得
や
注
目
度
の
向

上
を
狙
っ
て
、
2
0
1
3
年
に
公
募
し
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
4
4
6
作
品
の
中
、
住
民
投
票

を
経
て
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
町
特
産
の

「
バ
ラ
」
を
髪
飾
り
に
し
て
、「
小
松
菜
」
を
手

に
持
ち
、「
揖
斐
川
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
服

を
来
て
、
全
身
で
町
を
P
R
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
4
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
翌
年
に
は

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
ば
ら
菜
ち
ゃ
ん
」
を
発
表
。

こ
の
曲
に
振
付
を
つ
け
た
「
ば
ら
菜
ダ
ン
ス
」

は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

で
す
。
い
つ
も
元
気
で
す
が
、
バ
ラ
が
咲
き
誇

る
公
園
が
大
好
き
と
い
う
乙
女
な
一
面
も
。
参

加
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
様
子
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
ば
ら
菜
の
活
動
日
記
！
」
や

F
a
c
e
b
o
o
k
に
写
真
入
り
で
報
告
。
好

き
な
言
葉
「
が
ん
ば
ロ
ー
ズ
！
」
を
合
言
葉
に
、

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
し
な
が
ら
、
町
の
P
R

活
動
に
は
り
き
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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5月10日（ご・う・どの日）生まれの
女の子。茶目っ気たっぷりで、楽しい
ことが大好き。神戸町産のおいしい野
菜やローズティーが大好物。

2
月
9
日
9
時
9
分
生
ま
れ
。
山
の
妖
精
の
男
の
子
。

「
空
手
」
と
「
里
芋
の
選
別
」
を
得
意
と
し
、
里
芋
の

よ
う
に
粘
り
強
く
物
事
に
取
り
組
む
頑
張
り
屋
な
反

面
、
い
た
ず
ら
好
き
の
食
い
し
ん
坊
。

あ
る
日
松
林
か
ら
現
れ
た
松
の
妖
精
た
ち
。
年
齢
・
性
別
は
不

詳
。
誕
生
日
は
美
浜
の
「
松
の
日
」（
2
月
の
第
2
日
曜
）。
元

気
で
明
る
い
性
格
だ
が
、
雨
だ
け
は
苦
手
。
ふ
た
り
と
も
町
の

農
産
物
・
海
産
物
が
大
好
き
で
、
特
に
き
ゅ
う
り
は
大
好
物
。

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

8　平成27年 0 月00日

富山県上市町
岐阜県神戸町

和歌山県美浜町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
町
の
観
光
振
興
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指

す
目
的
で
デ
ザ
イ
ン
と
愛
称
を
公
募
し
て
誕
生

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。「
剱
岳
」
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
帽
子
に
町
の
花
木
「
さ
つ
き
」
を
飾
り
、

か
ら
だ
は
「
里
芋
」、
手
や
足
の
緑
色
と
水
色
は

「
豊
か
な
自
然
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
お
な
　

か
の
部
分
は
、
ハ
ラ
マ
キ
で
は
な
く
、
大
好
き

な
里
芋
を
皮
ご
と
た
く
さ
ん
食
べ
過
ぎ
た
た
め
、

見
た
目
が
里
芋
そ
っ
く
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
か
。
町
の
名
所
「
大
岩
」「
眼さ

っ
か目
」「
穴
の
谷

霊
場
」「
馬
場
島
」「
剱
岳
」
が
大
好
き
で
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
な
ど
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

め
ぐ
っ
て
元
気
を
充
填
し
て
い
る
の
で
、
い
つ

も
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
い
ま
す
。
里
芋
の
ほ
か
に

も
、
薬
膳
カ
レ
ー
や
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
が
好
物
。

食
い
し
ん
坊
が
高
じ
て
、
つ
い
つ
い
つ
ま
み
食

い
が
過
ぎ
る
こ
と
も
。
町
内
外
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
出
か
け
た
り
、
住
民
や
観
光
客
と
写
真

を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
、
町
の
P
R
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

Vol.13　

中
ブ
ロ
ッ
ク

富
山
県
上か

み

市い
ち

町ま
ち

岐
阜
県
神ご

う

戸ど

町ち
ょ
う

次
回
は
、
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
国
・
四
国
・
九
州
・
沖
縄
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

上
市
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

神
戸
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

煙え
ん

樹じ
ゅ

ヶが

浜は
ま

松
林
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

つ
る
ぎ
く
ん

ば
ら
菜な

ま
つ
り
ん
＆
ぼ
っ
く
り
ん

和
歌
山
県
美み

浜は
ま

町ち
ょ
う
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情　報

◎
地
方
財
政
め
ぐ
り
真
っ
向
対
立
の
意
見

－

財
務
省
・
総
務
省

　

財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
は
５
月
18
日
、

「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
の
着
実
な
実
施
に
向
け
た

建
議
」を
ま
と
め
た
。
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
国
・

地
方
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
の
目
標
は

堅
持
す
べ
き
だ
と
強
調
。
地
方
財
政
で
は
、
折
半

対
象
財
源
不
足
が
解
消
す
る
な
ど
財
源
余
剰
が
生

じ
た
場
合
は
国
の
債
務
縮
減
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ

と
し
た
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
伴
う
財
政
需
要
縮

減
を
地
方
歳
出
の
総
額
に
着
実
に
反
映
す
る
必
要

性
も
強
調
し
た
。

　

一
方
、
総
務
省
の
地
方
財
政
審
議
会
は
５
月
13

日
、「
地
方
税
財
政
改
革
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
ま

と
め
た
。
地
方
は
国
を
上
回
る
歳
出
抑
制
努
力
を

続
け
て
き
た
が
、
な
お
巨
額
の
財
源
不
足
が
生
じ

て
お
り
、折
半
対
象
財
源
不
足
が
解
消
し
て
も「
地

方
に
財
源
余
剰
が
生
じ
る
と
の
見
解
は
誤
り
」
だ

と
指
摘
。
さ
ら
に
、
個
々
の
自
治
体
に
よ
る
懸
命

な
歳
出
努
力
の
成
果
を
国
の
債
務
縮
減
に
用
い
る

こ
と
は
地
方
の
改
革
意
欲
を
削
ぎ
か
ね
ず
不
適
当

だ
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
に
よ
る
交
付
税
算
定
改
革
に
つ
い
て
は

業
務
改
革
の
状
況
を
踏
ま
え
て
合
理
的
・
妥
当
な

標
準
的
経
費
を
単
位
費
用
に
反
映
す
べ
き
で
、
３

～
５
年
か
け
て
段
階
的
に
反
映
す
る
改
正
地
方
交

付
税
法
に
沿
っ
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
強

調
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
の
早
期
導
入
を
求
め

る
動
き
を
牽
制
し
た
。
併
せ
て
、
民
間
委
託
が
困

難
な
小
規
模
自
治
体
な
ど
地
域
実
情
を
踏
ま
え
る

必
要
性
も
強
調
し
た
。

◎
農
地
バ
ン
ク
の
実
績
を
発
表
、
輸
出
力
強

化
戦
略
も
決
定

－

農
林
水
産
省

　

農
林
水
産
省
は
５
月
19
日
、
農
地
中
間
管
理
機

構
（
農
地
バ
ン
ク
）
の
２
０
１
５
年
度
実
績
を
発

表
し
た
。
借
入
は
7
・
6
万
ha
、
転
貸
が
7
・
7
万

ha
で
、
前
年
度
（
借
入
2
・
9
万
ha
、
転
貸
2
・

4
万
ha
）
の
約
３
倍
に
増
え
た
。
し
か
し
、
農
地

バ
ン
ク
以
外
を
含
め
て
も
７
・
９
万
ha
で
、
政
府

が
掲
げ
る
目
標
（
毎
年
14
万
ha
）
の
６
割
に
と
ど

ま
る
。
都
道
府
県
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
も
大
き
く
、

目
標
達
成
率
は
福
井
60
％
、石
川
55
％
、秋
田
44
％

に
対
し
、
神
奈
川
・
東
京
・
沖
縄
は
各
１
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
政
府
は
５
月
19
日
、
農
林
水
産
業
・
地

域
の
活
力
創
造
本
部
を
開
き
、
農
林
漁
業
者
が
海

外
で
販
路
拠
点
を
設
け
る
取
組
サ
ポ
ー
ト
な
ど

「
７
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
農

林
水
産
業
の
輸
出
力
強
化
戦
略
」
を
決
め
た
。
な

お
、
５
月
17
日
に
公
表
さ
れ
た
15
年
版
「
農
業
白

書
」
で
は
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の

合
意
内
容
と
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
、

経
済
効
果
分
析
な
ど
を
解
説
。
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
額
が
３
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し

て
い
る
な
ど
、「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
へ
の
転
換

必
要
性
を
強
調
し
た
。

◎
国
土
強
靱
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
決

定
、
初
の
水
循
環
白
書
も

－

政
府

　

政
府
は
５
月
24
日
、
国
土
強
靱
化
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
決
定
し
た
。熊
本
地
震
や
昨
年
の
関
東
・

東
北
豪
雨
災
害
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
震
へ
の
事
前

防
災
・
減
災
等
を
重
点
的
に
進
め
る
ほ
か
、
大
規

模
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
市
町
村
で
河
川
管
理
者
・

都
道
府
県
・
市
町
村
等
の
協
議
会
を
設
置
し
減
災

目
標
の
共
有
化
を
促
進
す
る
と
し
た
。
併
せ
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
等
を
認
証
す
る

仕
組
み
を
創
設
す
る
。
ま
た
、
内
閣
府
は
５
月
31

日
、
16
年
版
「
防
災
白
書
」
を
公
表
し
た
。
少
子

高
齢
化
で
防
災
の
担
い
手
が
減
少
し
て
い
る
た

め
、
一
般
の
人
々
も
防
災
に
取
り
組
め
る
よ
う
経

済
界
・
労
働
界
・
教
育
界
・
行
政
等
が
結
集
し
て

普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し

た
。
な
お
、
国
土
交
通
省
は
４
月
25
日
に
「
内
水

浸
水
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
を
発
表

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
府
は
５
月
17
日
、
初
の
「
水
循
環
白

書
」
を
公
表
し
た
。
各
自
治
体
に
流
域
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
水
循
環
計
画
の
策
定
を
求
め
る
と
と

も
に
、
水
道
や
農
業
水
利
施
設
な
ど
水
イ
ン
フ
ラ

が
一
斉
に
更
新
期
を
迎
え
る
た
め
戦
略
的
な
維
持

管
理
・
更
新
の
必
要
性
を
指
摘
。
さ
ら
に
、
農
地

周
辺
水
路
で
は
農
家
数
の
減
少
等
で
継
続
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
保
全

管
理
も
求
め
た
。

◎
少
子
化
社
会
対
策
白
書
を
決
定
、
女
性
活

躍
方
針
も

－

政
府

　

政
府
は
５
月
24
日
、「
少
子
化
社
会
対
策
白
書
」

を
決
定
し
た
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
や
や
増
加
傾

向
に
あ
っ
た
が
、
２
０
１
４
年
は
1
・
42
と
９
年

ぶ
り
に
前
年
を
下
回
っ
た
。
ま
た
、婚
姻
率
も
5
・

1
と
過
去
最
低
と
な
る
な
ど
未
婚
・
非
婚
化
が
進

行
。
さ
ら
に
初
婚
年
齢
も
夫
31
・
1
歳
、
妻
29
・

4
歳
、
出
産
の
母
親
年
齢
も
第
１
子
30
・
6
歳
な

ど
晩
婚
化
・
晩
産
化
も
進
ん
だ
。
結
婚
を
め
ぐ
る

意
識
も
、
独
身
の
理
由
で
は
「
相
手
に
め
ぐ
り
会

え
な
い
」「
結
婚
資
金
が
足
り
な
い
」
が
上
位
を
占

め
た
。
ま
た
、
出
生
率
が
回
復
し
た
欧
州
の
意
識

調
査
と
比
較
。
結
婚
生
活
で
の
不
安
は
日
本
で
は

「
お
金
」
が
ト
ッ
プ
だ
が
、欧
州
で
は
「
２
人
の
相

性
」
が
高
く
、
希
望
す
る
子
ど
も
数
ま
で
生
み
た

い
か
で
も
、
欧
州
は
６
割
（
日
本
は
５
割
弱
）
を

超
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
白
書
は
、
待

機
児
童
の
解
消
な
ど
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
や

若
者
の
雇
用
安
定
化
な
ど
結
婚
・
出
産
の
希
望
が

実
現
で
き
る
環
境
整
備
、
さ
ら
に
長
時
間
労
働
の

是
正
や
出
産
直
後
か
ら
の
男
性
の
休
暇
取
得
促
進

な
ど
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
は
５
月
20
日
、「
女
性
活
躍
加
速
の

た
め
の
重
点
方
針
２
０
１
６
」
を
決
定
し
た
。
多

様
な
働
き
方
に
向
け
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
で
非

正
規
雇
用
女
性
の
待
遇
改
善
や
女
性
の
正
社
員
転

換
、
長
時
間
労
働
の
削
減
の
ほ
か
、
公
共
調
達
を

活
用
し
た
女
性
活
躍
の
推
進
を
独
立
行
政
法
人
は

17
年
度
か
ら
原
則
全
面
実
施
、
自
治
体
で
の
取
組

も
促
進
す
る
。
併
せ
て
、
女
性
活
躍
の
基
盤
整
備

と
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
や
待
機

児
童
の
解
消
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
の
取
組
推
進
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
通
称
（
旧
姓
）
併
記
な

ど
を
示
し
た
。

◎
消
費
増
税
の
再
延
期
表
明
、
骨
太
方
針
等

も
ず
れ
込
み
決
定

－

安
倍
首
相

　

安
倍
晋
三
首
相
は
６
月
１
日
の
記
者
会
見
で
、

来
年
４
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
を
２
０
１
９
年
10

月
ま
で
２
年
半
、
再
延
期
す
る
方
針
を
示
し
、
そ

の
理
由
な
ど
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
消
費
増
税
延

長
を
受
け
て
５
月
末
に
予
定
し
て
い
た
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
６
」
な
ど
の

閣
議
決
定
も
６
月
２
日
に
先
送
り
し
た
。
い
ず
れ

も
消
費
増
税
に
関
連
す
る
部
分
を
修
正
、
そ
の
他

の
箇
所
は
「
索
案
」
で
示
さ
れ
た
方
針
が
盛
り
込

ま
れ
た
。

　
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
６
」

で
明
記
さ
れ
た
地
方
財
政
改
革
で
は
、
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
方
式
で
交
付
税
算
定
に
反
映
さ
せ
る
対
象

事
務
の
拡
大
、
各
自
治
体
が
作
成
す
る
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
で
施
設
等
の
集
約
化
・
複

合
化
を
進
め
る
、住
民
一
人
当
た
り
コ
ス
ト
の「
見

え
る
化
」
実
施
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
で
は
、待
機
児

童
解
消
に
向
け
50
万
人
分
の
保
育
受
け
皿
整
備
と

保
育
士
の
給
与
ア
ッ
プ
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
に
向
け

た
介
護
施
設
50
万
人
分
整
備
と
介
護
士
の
給
与

ア
ッ
プ
も
盛
り
込
ま
れ
た
。「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
６
」
で
は
、「
地
方
創
生

は
事
業
展
開
の
段
階
に
入
っ
た
」
と
し
、
地
方
へ

の
新
た
な
人
の
流
れ
に
向
け
政
府
関
係
機
関
の
地

方
移
転
の
継
続
、
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
や
広
域
連
携
の
推
進
、
集
落
生
活
維

持
の
た
め
の
地
域
運
営
組
織
と
「
小
さ
な
拠
点
」

の
形
成
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田　

正
夫
）



「進化する地域運営組織！―『地方創生』の次なる焦点」
中山間地域フォーラム設立１０周年記念シンポジウム

「地域運営組織」（RMO＝Regional Management Organization）！これまで「手作り自治区」とか「小規模多機
能自治組織」とか呼ばれていた住民自治組織ですが、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部の有識者会議で「量的拡
大や質的拡充」を目指し法人化を始めとする支援策の検討が進んでおり、「地方創生の次なる焦点」になってきました。

小学校区などを活動範囲に地域の人々が主体的に参加し、地域の生活や暮らしを守るため、様々な課題解決に取
り組む組織としての「地域運営組織」は、高齢者の交流・買い物支援、エネルギー確保、6次産業の運営などいわ
ゆるローカルエコノミーを担う事例が少なくありません。  

中山間地域フォーラムは、一昨年のシンポジウムで、根拠の薄い「地方消滅論」に反論し、「田園回帰」の動き
が始まっていることを紹介しました。昨年は、「地方には仕事がない」という思い込みから脱し、わずか１％の所得
を毎年取り戻せば、地域再生の可能性があることを訴えました。フォーラム設立10周年を迎える今年は、地域の課
題を自ら解決する住民組織の活動が地域に仕事を作り、域内の資金の循環率を高めることを、多様な実践事例を踏
まえて検証します。また10周年記念として、農業・農村研究の第一人者である識者の講演も予定しています。 

  
【テーマ】	� 「進化する地域運営組織―『地方創生』の次なる焦点」   
【日　時】	� 2016年７月23日（土）　13時50分～ 17時50分　   
【会　場】	� 東京大学弥生講堂一条ホール�

（東京都文京区弥生1-1-1、地下鉄南北線東大前駅から1分）   
【主　催】	� 特定非営利活動法人 中山間地域フォーラム   
【共　催】	� 島根県中山間地域研究センター　   
【後　援】	� （財）農学会、全国山村振興連盟、全国水源の里連絡協議会、全国中山間地域振興対策協議会、

特定非営利活動法人地球緑化センター、農山漁村文化協会   
【プログラム】　

記念講演	� 「農業・農村政策をめぐる基本的課題」　生源寺眞一氏（名古屋大学）  
基調講演	� 「地域運営組織の可能性―有識者会議の議論を踏まえて」小田切徳美氏（明治大学）  
実践報告	� 「進化する地域運営組織の実像」   
	� １．「山形県川西町―地域リーダーの視点」佐々木賢一氏（東沢地区協働のまちづくり推進会議）
	�２ ．「沖縄県国頭村―地域サポート人の視点」小林和彦氏（前・国頭村地域おこし協力隊）  
	�３ ．「島根県雲南市―行政の視点」板持周治氏（雲南市）　  
パネルディスカッション　  
	� コーディネーター　甲斐良治氏（農山漁村文化協会）  
	� コメンテーター　　有田昭一郎氏（島根県中山間地域研究センター）  
	� 報告者も加わり、会場からの質疑を中心に行います。 

【共催企画】12 ～ 17時　島根県中山間地域研究センター・企画展（会場のオープンスペース）  
「地域人口分析・推計プログラム」と「地域経済循環分析・所得創出シミュレーションプログラム」の紹介   
＊シンポジウム終了後、講演者の参加も得て懇親会（会費制）を予定しています。   
＊シンポジウムに参加の皆様には資料代として2,000円（学生は1,000円）をいただきます。  
＊シンポジウム及び懇親会には、フォーラム会員でなくても、どなたでも参加できます。 

【申し込み方法】  
中山間地域フォーラムのホームページ（http://www.chusankan-f.org/）の専用申し込みフォームよりお
申し込みください。先着300名で、当方から特に連絡がない場合、自動的に受け付けます。 

【問い合わせ先】　
中山間地域フォーラム事務局（メール：tebento-staff@chusankan-f.org）（事務局には職員は常駐してい
ませんので、メールにてお問い合わせください。） 
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随  想随 想

随　想
　

ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
て
５
年
に
な
る
。

　

き
っ
か
け
は
、
体
育
協
会
の
役
員
で

あ
っ
た
Ａ
さ
ん
か
ら
の
「
新
し
く
な
っ
た

役
場
庁
舎
（
平
成
19
年
12
月
完
成
）
前
で

ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。」

と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
体
に

良
い
と
分
か
っ
て
は
い
て
も
、
果
た
し
て

続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
で
、

な
か
な
か
踏
ん
切
り
が
つ
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
５
ヶ
月
ほ
ど
が
過
ぎ
た
12
月

の
仕
事
納
め
の
日
、
思
い
切
っ
て
始
め
る

こ
と
に
し
た
。

　

携
帯
ラ
ジ
オ
持
参
で
毎
朝
６
時
30
分
か

ら
最
初
は
一
人
で
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の

後
Ａ
さ
ん
夫
婦
も
加
わ
り
、
今
で
は
一
年

を
通
し
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い

る
。冬
の
寒
い
時
期
は
や
や
少
な
め
だ
が
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
70
人
前
後
の
皆
さ

ん
が
集
い
、
終
わ
っ
た
後
に
は
会
話
が
は

ず
み
、
仲
間
作
り
と
交
流
の
場
に
な
っ
て

い
る
。早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、私
に
と
っ

て
日
々
健
康
を
維
持
し
、
元
気
に
仕
事
に

臨
む
た
め
の
大
切
な
取
り
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

現
在
、
平
均
寿
命
は
男
性
80
・
50
歳
、

女
性
86
・
83
歳
（
平
成
26
年
）
で
あ
る
が
、

健
康
で
元
気
に
生
活
し
て
い
る
健
康
寿
命

は
、
そ
れ
よ
り
10
歳
以
上
低
く
な
っ
て
い

る
。
健
康
を
維
持
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
は
、
自
ら
の
健
康
に
対
し
て
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
、「
予
防
は
最
大
の
医
療
」
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発

見
に
重
点
を
置
い
た
「
健
康
づ
く
り
」
を

目
標
に
据
え
る
こ
と
に
し
た
。
特
に
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
人
が
検
診
を

受
け
や
す
い
よ
う
に
日
程
を
工
夫
し
、
受

診
費
用
に
つ
い
て
も
、
特
定
健
診
、
後
期

高
齢
者
健
診
の
無
料
化
を
は
じ
め
、
乳
が

ん
、
子
宮
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
前
立
腺
が

ん
、
胃
が
ん
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
（
Ａ

Ｂ
Ｃ
）
な
ど
は
一
律
５
０
０
円
に
、
Ｂ
型

肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎
検
査
な
ど
は
無
料
に
し

て
、
受
診
の
推
進
と
早
期
発
見
に
努
め
て

い
る
。
今
後
も
、
町
民
の
健
康
維
持
の
た

め
の
取
り
組
み
を
よ
り
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
町
と
並
行
し

て
、
も
う
一
つ
私
が
目
指
し
て
き
た
も
の

が「
教
育
と
文
化
の
香
り
高
い
町
づ
く
り
」

で
あ
る
。
町
は
以
前
か
ら
「
社
会
教
育
の

活
発
な
町
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
高

齢
者
が
自
ら
の
体
験
や
地
道
な
調
査
に
基

づ
い
て
昔
の
暮
ら
し
や
民
俗
な
ど
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
書
き
残
そ
う
と
い
う
こ
と

で
発
刊
さ
れ
て
き
た
文
集
「
あ
す
へ
ひ
と

こ
と
」
は
、
昭
和
61
年
の
第
１
集
以
来
、

今
日
ま
で
何
と
30
年
間
に
わ
た
っ
て
連
綿

と
事
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
近
々
第
11

集
と
な
る
「
邑
楽
町
の
地
名
～
小
字
の
調

査
」が
発
刊
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

私
も
巻
頭
言
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ま
で
の
作
品
は
、
す
べ
て
第
一
級
の

民
俗
資
料
と
し
て
認
め
ら
れ
、
上
毛
社
会

賞
（
上
毛
新
聞
社
）、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

振
興
奨
励
賞
（
明
日
の
日
本
を
創
る
協

会
）、ふ
る
さ
と
づ
く
り
賞（
読
売
新
聞
社
）

な
ど
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
」
の
活
動
は
、

公
民
館
の
「
自
分
史
講
座
」
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
公
民

館
で
は
、
県
内
の
青
少
年
活
動
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
若
者
の
団
体
、
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｃ
（
邑

楽
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・

ク
ラ
ブ
）
や
歴
史
あ
る
婦
人
会
の
旗
を
高

く
掲
げ
て
意
気
高
く
活
動
し
て
い
る
邑
楽

町
婦
人
会
な
ど
の
活
動
も
行
わ
れ
て
お

り
、
幅
広
い
世
代
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
町
の
教
育
と
文
化
を
支
え
る
場

と
し
て
、
近
年
当
町
の
自
慢
と
な
っ
て
お

り
、
他
市
町
村
の
皆
さ
ん
か
ら
も
非
常
に

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
町
立
図
書

館
が
あ
る
。「
住
民
の
知
る
権
利
を
守
る
」

「
ご
来
館
い
た
だ
い
た
利
用
者
を
決
し
て

手
ぶ
ら
で
は
帰
ら
せ
な
い
」
と
い
う
徹
底

し
た
利
用
者
目
線
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

県
内
の
辺
境
に
あ
る
小
さ
な
町
で
は
あ
る

が
、
15
年
間
連
続
で
群
馬
県
一
の
利
用
率

を
誇
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
社
会
教
育
を
さ
ら
に
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に
、
私
が
一
貫
し
て
公
約
に

掲
げ
、
就
任
以
来
８
年
間
建
設
を
追
求
し

て
き
た
中
央
公
民
館
が
、
い
よ
い
よ
今
年

度
か
ら
新
築
工
事
に
入
る
。
こ
れ
ま
で
県

の
東
部
地
域
で
は
当
町
だ
け
が
ホ
ー
ル
を

持
た
ず
、
活
発
な
公
民
館
活
動
を
さ
れ
て

い
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
発
表
の
場
が
な

く
、
ま
た
万
全
な
環
境
で
優
れ
た
芸
術
文

化
に
触
れ
る
こ
と
も
厳
し
い
状
況
で
あ
っ

た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文

化
や
芸
術
も
生
き
が
い
や
生
活
の
潤
い
に

つ
な
が
る
非
常
に
大
切
な
要
素
で
あ
る
。

そ
の
拠
点
と
な
る
公
民
館
ホ
ー
ル
が
、
い

よ
い
よ
出
来
上
が
る
。
竣
工
予
定
は
平
成

30
年
春
で
あ
る
。
今
か
ら
そ
の
と
き
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
。

金
かね

子
こ

　正
まさ

一
かず

群馬県町村会長・邑
おう

楽
ら

町長

健康で心豊かに過ごせる
町づくりを目指して
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車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

ご契約のお車が、事故・故障で自力走行できなくなった場合、事前にロードアシスタンス専用デスクにご連絡ください。ロードアシスタンス業者
にお取り次ぎし、レッカーや30分程度の緊急修理などを手配します。

・このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については取扱代理店（千里）までお問い合せください。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社

SJNK15-10902(2015.11.04作成）

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

・掛金（保険料）は、型式、初度登録年月、年齢条件、運転者限定特約の有無、共済（保険）金額、等級などにより異なります。

※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX
株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

　●バッテリー上がりや、キー閉じ込み、ガス欠など

無料ロードサービスがついてきます。

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！

●無事故による割引で新規から （保険料）割引％43
・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払いによる割引で更に ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。
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「ゆとり」と「やすらぎ」のひととき

静かさと心地よさに配慮し、室内インテリア全体を落ち着いた雰囲気にまとめ、
ゆったりとしたやすらぎのひとときをお届けいたします。

全国町村会館へのアクセスガイド

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html

お電話でのご予約・お問い合わせは

TEL 03（3581）0471
FAX 03（3581）0220
〒100-0014  東京都千代田区永田町 1丁目 11 番 35 号

TIME of RELAXING

金曜日料金

土・日・祝日料金

金曜日料金

土・日・祝日料金

 

金曜日料金

土・日・祝日料金

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

洋室シングル

洋室ダブル

洋室ツイン

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

SINGLE
ROOM

TWIN
ROOM

DOUBLE
ROOM

会議室・宴会場

カジュアルレストラン「ペルラン」

2階には広さと設備が多彩な、大小4つのホー
ル、会議室。高い機能性を持ち、さまざまな演
出が可能です。会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。 

ランチタイム11:00 ～ 14:00
ティータイム14:00 ～ 17:00
ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

和室もございますのでお問い合わせ下さい。
禁煙ルームをご用意しております。

土・日・祝日のご宿泊は、
平日料金の20％OFF
金曜日のご宿泊は、
平日料金の15％OFF

和食処「さいかち」

ランチタイム11:30 ～ 14:30
（14:00 ラストオーダー）

ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

土・日・祝日は
リーズナブルにシングル 119 室

平日料金10,100円より

※1名利用の場合 9,600 円

※1名利用の場合 11,400 円

8,600円より

※1名利用の場合 9,000 円

8,100円より

ダブル 12室
平日料金13,700 円 
〈2名利用〉

11,600円

10,900円

ツイン17室
平日料金19,000円より 
〈2名利用〉

16,200円より

15,200円より

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」3番出口徒歩 1分
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩 8分
■タクシー東京駅から約 20 分

WEB からのご宿泊予約は、特別料金（部屋数限定）がございます。

ホームページは 全国町村会館 検索


